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令和6年度 第3回 ダムパークいばきた全体会議Vol.03

 はじめに

 ふりかえり：事業概要とこれまで

 ダムパークいばきたコミュニティについて

 日常活動について（9月・10月開催）

 ワーク：日常活動プログラムについて（前回より）

 ダムパークいばきたフェスティバルについて

 次回開催日程について

日時：令和6年10月10日（木）18:30～20:00

場所：ダムパークいばきた多目的室A

参加人数：23人

“エリアマネジメントⅠ”はダム
パークいばきたにおける事業者を
中心に、公園や地域で活動する個
人、団体、企業等の支援を行いな
がら協働連携して地域活性化を
図っていく組織です。エリアマネ
ジメントⅡでは、エリマネⅠから
の支援を受け、活発かつ効果的な
エリアマネジメント活動を発展的
につなげ、北部地域全体について、
観光や学び等の場としての価値を
高めていき、地域活性化につなげ
ていくことを目指しています。

下図は安威川ダム周辺整備のスケ
ジュールと、「ダムパークいばき
た」の今後の開園予定です。今後
は駐車場の全面オープンと、吊り
橋エリアのオープンなどを予定し
ておりますので、更に賑わいが創
出されると期待しています。

今年度3回目の全体会議を開催しました。この会議では、ダムパークいばきたの活性化を目的に活動する団体や事業
者等が、それぞれの活動について発表を行い情報共有を図っています。前回に引き続き、安威川ダム周辺整備事業概
要や、これまでの経緯について説明を行いました。ダムパークいばきたコミュニティからは、10/26「ダムパークいば
きたフェスティバル」について、また日常活動プログラムの現在の状況についても報告しました。「ダムパークいば
きたフェスティバル」の最終確認を行い、ワークでは前回の日常活動の充実を、よりブラッシュアップした提案を、
皆さんに考えて頂きました。今後、実現に向けて取り組んでいきます。

[事業概要]

ダムパークいばきたや安威川ダ
ムが出来る前から、地域活性化の
取組を検討してきました。これま
での取組み内容をまとめたものが
右図となっています。
最初は“安威川ダムファンづくり
会”（大阪府）を立ち上げ、チー
ムを構成して安威川フェスなどを
実施しました。また、安威川ダム
とその周辺情報を発信する“安威
川ニュース（タブロイド版）”と
WEBを制作しました。その後、取
り組みを引き継ぎ、公園の使いこ
なしなどのワークショップを重ね
ていき、整備前の公園で令和4年
12月に社会実験「だむチャレ！」、
令和５年5月には「ダムパークい
ばきたフェスティバル」を実施し
ました。

[これまで（2013年からの組織の成り立ち）]

当日の様子

ふりかえり：事業概要とこれまで



日常活動プログラムがより充実するように、前回の意見から発生した「３つのプロジェクト」について、参加者よりそれ
ぞれ報告を行いました。また前回出して頂いた“自身で出来るもの”と“出来る人を知っている”プログラムについて、よりブ
ラッシュアップした内容について考えて頂きました。

「ダムパークいばきた」を中心に安
威川ダム周辺や、いばきたを盛り上
げたい方で結成された「山とまちを
つなぐ ダムパークいばきたコミュ
ニティ」が６月１日に発足。ダム
パークを利用する市民・府民および
観光客のみなさんに“おもてなし”活
動として、毎月さまざまなイベント
「日常活動」を開催しています。

９月は先月に引き続き、子ども向け
イベントが多く、水鉄砲を使った
「スプラッシュパーティー」など、
ダムパークならではの野外環境を
使ったイベントも開催されました。
10月は「ダムパークいばきたフェス
ティバル」の開催準備もあり、出店
は少なめでした。これまでの開催
データから「出店のポイント」など
について事務局から説明しました。

10月26日開催の「ダムパークいばきたフェスティバル」の概要について説明を行い、出店者およびスタッフの方へ向け
て、最終確認の連絡を行いました。
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●フェス会議の開催
４月より「ダムパークいばきたフェスティバ
ル」イベント開催に向けて、有志が集まり、協
議、検討する場として「フェス会議」を、これ
まで５回開催してきました。

それぞれ各チーム、運営・ステージ、マルシェ、
体験に分かれ、「自分たちのやりたいこと」
「おもてなし」を主軸に、昨年度の課題を踏ま
えつつ、今年度開催について調整、相談を重ね
ました。また来年度開催に向けた予算確保につ
いてアイデアを出し合い、協賛金集めや入場料
の徴収などについて話し合いました。
この会議をきっかけに、新たな交流、繋がりが
生まれ、新しい企画も立ち上がっています。

ダムパークいばきたコミュニティについて

ダムパークいばきたフェスティバルについて

ワーク：「ダムパークいばきた」の日常活動プログラムについて
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安威川ダムマルシェ（物販プラットホーム）
●無人販売システムを作る
ひとりお金を管理する人を立てて、
色んなお店が商品をもってくる（野菜など）

↓
・ダムパーク館内（パークセンター）
空きスペースを利用

・毎月３日間だけ販売
・出店者を集め、管理者をたてる（委託販売）
・11月開催を目指す

子ども向けワイワイプロジェクト
●間伐材で作ったコースでラジコン大会
●ミステリーハンターなど

↓
・子供を対象にしたイベント企画

「安威川ダムマルシェプロジェクト」
安威川ダムマルシェプロジェクト（RICCIO茨木店）
さんが、コミュニティ会員中心出店を呼びかけ。
雑貨やアクセサリー、飲食、地元野菜の販売など、
６店舗が集まり、「安威川ダムMARCHE」を開催し
ます。

【日時】11月24日（日）11:00-16:00
【場所】ダムパークいばきた交流スペース

大きく３つに分け、①子どもワイワイマルシ
ェ（企画）②ワークショップ ③ステージイ
ベント 子どもを対象にしたイベントの提案
を頂きました。

月１～２回、第２土曜もしくは日曜日での開
催を目指します。
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地元の方とおしゃべり
●地元向けワークショップ
●地元学校とのつながり出店
●いばきたどんと祭り

↓
・地元の方も参加
・地元の方と一緒にできるイベント企画

地元の方を交えたワークショップ

（例）次年度、フェス会議へ参加して
頂き、地元の方が行っているプロジ
ェクトについて紹介を行って頂く。

■つり橋ハイキング
・つり橋を利用するチケット付き
・恋活応援、バンジーで告白、ラブワゴン送迎
・お見合いハイキングなど、マッチングせんかったら飛ぶ

■DICキッズマーケット
・子どもたちが架空の店を作る。売り方、価格を考える
親にサービスする

・マルシェのお店のお手伝いを募集し仕事として体験する
看板作り、チラシ配り、レイアウト、会計など

・（１回10～15分）11月のマルシェからトライアル

■逃走中（風の丘）
・障害物を自分達で１から作る（ダンボール等）30M
・ミッション→園内アナウンス
・茨木の鬼童子（一人だけ着ぐるみがウロチョロ）
・いば鬼合戦を呼ぶ、スポーツ鬼ごっこ、２月節分
・参加費 一人500円（スポーツ保険）
・割引チケット（駐車場代キャッシュバック）
・特別観光大使や地元ゆかりの有名人の参加

■ドライフラワー
・リースにお花をつける、ワイルドフラワーのスワッグ
・ドライフラワー・生花のアレンジメント、ブーケ
・11月～土日

■本のシェア
・物々交換

■間伐材で作ったコースでラジコン大会
・持込20分 500円、貸出10分 500円
・月１回ペースで定期的に開催

■プログラム①火おこし体験
・ファイヤースターターを使って火おこししてみよう
・（マッチやライターを使用しない）
・点火後はもぐもぐ軽食タイム
マシュマロ、ポップコーン、缶詰など

・プログラム②「焚火映え選手権」
・プログラム③「キャンプファイヤー」
・プログラム④「ミニスウェーデントーチで防災体験をしよう」
・11月～12月の涼しくなった頃に①②④は昼間OK
③のみ、晩の実施

■クレープ作り体験
・小人～大人まで生地を鉄板とT棒を使い、クレープ生地を焼く
・クレープ生地にホイップ、フルーツを好きにトッピング後は
食べる。

・外ではキッチンカーで購入が出来、作ってみたい方は体験が
できる！

・11月中旬～

■薪割り
・いばきたで切り出した丸太を薪割り台とハンマーを使って
カンカンしてみましょう

・不定期開催


